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一﹃源平盛衰記﹄の巴の物語︵井上︶
??????
﹃源平盛衰記﹄ ︵以下、盛衰記︶は、 ﹃平家物語﹄諸本の一つに数えられている。だが覚一本﹃平家物語﹄ ︵以下、覚一本︶などに比べて、その物語の拡散性・分裂性が指摘されており、山 宏明氏は、 ﹁諸本分類上、この盛衰記も﹃平家物語﹄の一形態に数えられはするものの、物語精神に関する限り、盛衰記はすでに物語から逸脱の歩みを踏み出したと評すべきであろう。盛衰記の評価には、物語評とは違った視座を必要とするものらしい﹂と述べてい
る1
。今日に至るまで、盛衰記に
関して様々な角度から研究が進められ、他本とは異なる盛衰記の特長も指摘されているが、文学的評価につ ては まだ十分 な いない。
筆者は前稿において、盛衰記の敦盛最期譚の分析を通して、覚一本
を中心とした﹃平家物語﹄の敦盛最期譚の読みを相対化する盛衰記テクストのありようを
た2
。ここで見られた熊谷直実に対する平敦
盛を視点とする多元的な物語世界は、 ﹃平家物語﹄の世界に対して盛衰記がひらく新たな物語世界である。本稿は、 ﹁木曾最期﹂における巴の物語の分析を通して、盛衰記の文学的特質のさらなる解明を目指すものである。﹁木曾最期﹂における巴について、盛衰記は他本にはない逸話を多く有している。たとえば、巴と畠山重忠が戦う場面や、二度装束を変える巴の描写、巴 最後の戦の様子、木曾義仲と別れ 際のやりとり、巴のその後などであ盛衰記における巴について、水原一氏は、義仲の最期を人々に語り
伝える﹁報道者﹂としての役割を指摘す
る3
。また、細川涼一氏は、後
日談として巴が和田義盛のもとで朝比奈義秀を産んだ する盛衰記を、 ﹁女性の血筋による大力の継承に対する信仰が典型的に表された﹂と
し4
、源健一郎氏は、盛衰記の巴には妾としての女性性と大力をもつ
男性性があり、 ﹁弔う女﹂と﹁産む女﹂ して、 ﹁中世という武士の家からの要請に、もっとも敏感に反応したのが盛衰記﹂としてい
る5
。一
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二﹃源平盛衰記﹄の巴の物語︵井上︶
方、濱中修氏は、 ﹁おなり神﹂信仰という視点から、盛衰記の巴に宗教的な性格が付与され、義仲を守護する存在となっていると指摘してい
る6
。
本稿では、盛衰記において巴が義仲の﹁乳母子﹂で﹁妾﹂とされる
点に着目して巴の物語を分析し、 ﹁木曾殿の乳母子﹂ 名乗る巴が内部から物語を相対化し得ることを論じる。それは、 ﹁女なれば﹂とに離脱を命じ、乳母子である今井兼平と﹁一所の死﹂を遂げようとする、覚一本 中心とした﹁木曾最期﹂を相対化する視点でもある。
?? ???????
盛衰記における巴の物語は、①畠山重忠との戦い、②木曾義仲との
別れ、③信濃へ下り のちに関東への三つに分け こと できる。まず、①畠山重忠との戦いは、盛衰記のみに見られるものである。盛衰記の場合、この が巴の登場場面 なっ いる。
　
畠山ハ九郎義經ト院御所ニ候ヒケルガ、木曾漏ヤシヌラン覺束
ナシトテ、三條河原ノ西ノ端マデ打出タリ。 ︵中略︶其中ニＡ
木
曾方ヨリ萌黄糸威ノ鎧ニ射残シタリケル鷹羽征矢負テ、滋籐弓真中取、芦毛馬ノ太ク逞キニ、小キ巴摺タル鞍置テ乗タリケル武者一陣ニ進テ戦ケルガ、射モ強ク切モ強ク、馳合々々責ケルニ、指モ名高キ畠山 河原ヘサト引テ出。畠山半澤六郎ヲ招テ、 ﹁イカニ成清、重忠十七ノ年小坪 軍ニ會初テ 度々 戦ニ合タレ共、是程軍立ノケハシキ事ニ不合。木曾ノ内ニハ今井、樋口、楯、根
井、此等コソ四天王ト聞ニ、是ハ今井樋口ニモナシ。サテ何ナル者ヤラン﹂ト問ケレバ、
 
︵盛衰記
　
巻第三十五﹁巴關東下向﹂ ︶
源義経とともにいた院の御所から離れ、義仲一行と戦う重忠の前に
﹁萌黄糸威ノ鎧ニ射残シタリケル鷹羽征矢負テ、滋籐弓真中取、芦毛馬ノ太ク逞キニ、小キ巴摺タル鞍置テ乗タリケル武者﹂が現れる。その強さは﹁指モ名高キ畠山、河原ヘサト引テ出﹂程である︵傍線部Ａ︶ 。盛衰記でも勇猛さが際立つ重忠をして﹁是程軍立ノケハシキ事ニ不合﹂と言わしめる武者として 巴が登場する。だがこのとき重忠はこの武者を巴と判らず、半沢成清に﹁何ナル者ヤラン﹂と問うている。
　
成清、 ﹁アレハ木曾ノ御乳母ニ中三権頭ガ女巴ト云女也。ツヨ
弓ノ手ダリ荒馬乗ノ上手、Ｂ乳母子ナガラ妾シテ、内ニハ童ヲ仕フ様ニモテナシ軍ニハ一方ノ大将軍シテ更ニ不覺ノ名ヲ不取。今井樋口ト兄弟ニテ、怖シキ者ニテ候﹂ト申。
︵盛衰記
　
巻第三十五﹁巴關東下向﹂ ︶
﹁ツヨ弓﹂ ﹁荒馬乗﹂といった﹃平家物語﹄諸本に共通する巴の姿が語られているが、留意すべき点は、巴が義仲 ﹁乳母子ナガラ妾﹂とされる点である︵傍線部Ｂ︶ 。巴を義仲の﹁乳母子﹂とすることも、また﹁妾﹂とす ことも、盛衰記のみに見られるも あ 。 の﹁乳母子﹂で という点が、巴の物語の鍵とな
る7
。
成清の話を聞いた重忠は、つぎのように逡巡している。
　
畠山、 ﹁サテハイカゞ有ベキ。Ｃ
女
ニ追立ラレタルモ云カヒナ
シ。又責寄テ女ト軍セン程ニ、不覺シテハ永代ノ疵。多者共中ニ、
三﹃源平盛衰記﹄の巴の物語︵井上︶ 巴女ニ合ケルコソ不祥ナレ。但Ｄ木曾ノ妾トイヘバ懐キゾ。重忠今日ノ得分ニ巴ニ組ンデ虜ニセン。返セ者共﹂ テ
︵盛衰記
　
巻第三十五﹁巴關東下向﹂ ︶
重忠は、 ﹁女ニ追立ラレタル﹂も、また﹁責寄テ女ト軍セン程ニ、
不覺シテ﹂もというためらいを見せ︵傍線部Ｃ︶ 、結局﹁木曾ノ妾トイヘバ懐キゾ として巴と組む決断をする︵傍線部Ｄ︶ 。この一連の重忠の考えは、いずれも巴が﹁女﹂であることに起因するものである。
　
畠山巴強チニ近ク廻合。是ハ得タル便宜ト思、馬ヲ早メテ馳寄
テ、巴女ガ弓手ノ鎧ノ袖ニ取付タリ。巴叶ハジトヤ思ケン、乗タル馬ハ春風トテ信濃第一 ツヨ馬也。一鞭アテゝアフリタレバ、冑ノ袖フツト引切 二段計ゾ延ニケル。畠山、Ｅ﹁是ハ女ニハ非ズ、鬼神ノ振舞ニコソ。加様 者ニ箭一ツヲモ射籠レテ永代ノ耻ヲ不可残。引ニ過タル事ナシ﹂トテ、河原ヲ西ヘ引退キ、院御所ヘゾ歸参ケル
 
︵盛衰記
　
巻第三十五﹁巴關東下向﹂ ︶
重忠が巴の鎧の袖に取り付くと、巴は馬に一鞭あて、袖を切って逃
げ延びる。巴の大力ぶりが見て取れる場面であ
る8
が、これを見た重忠
は﹁是ハ女ニハ非ズ、鬼神ノ振舞ニコソ﹂と述べ︵傍線部Ｅ︶ 、院の御所へ帰ってゆく ﹁鬼神﹂は人間ばなれした力を持つものの形容で、盛衰記で 、鵯越の坂落としの際に馬を担いで降り 重忠が﹁只今カゝル振舞、人倫ニ 非ズ、誠ニ ノ所為﹂ ︵盛衰記
　
巻第三十七
﹁義經落鵯越﹂ ︶と評されるが、ここではその重忠をして﹁鬼神﹂と言わしめる反転した構図とな い さらに巴が﹁女﹂ あるこ を
軸に考えを巡らせていた重忠が﹁女ニハ非ズ﹂ ﹁鬼神﹂と捉え直して引き退いてゆくことは、 ﹁女﹂という枠組みを超えた巴のありようを、その登場場面において端的に示している。
?? ?????????
つぎに、②木曾義仲との別れは、諸本によってその場面が明確に描
かれるものとそうでないものとがある。たとえば盛衰記と同じ読み本系に属す 延慶本﹃平家物語﹄ ︵以下、延慶本︶では、都を追われた義仲一行の主従七騎のうちの一騎に巴を挙げ、武者二人を左右の脇にはさんで 締めに倒すとい 勇猛さを描き出しながら、義仲一行が兼平と再会して戦を続け うちに、 ﹁鞆絵ハ落ヤシヌラム、被打シヌラム、行方ヲ不知ナリニケリ﹂ ︵延慶本
　
第五本﹁義仲都落ル事付義仲
被討事﹂ ︶とされている。また同じく読み本系に属する長門本﹃平家物語﹄ ︵以下、長門本︶では、兼平と再会する前に﹁此 もゑは、いかゝ思けん、あふ坂よりうせにけり﹂ ︵長門本
　
巻第十六﹁義仲最後合戦
事同頸渡事﹂ ︶と姿を消している。 方 盛衰記や覚一 は、義仲の命によって巴が離脱している。
覚一本では、都を追われた主従七騎のうちに巴がおり、兼平と再会
して戦を続けるが、一行はついに主従五騎となる。
　
五騎が内まで巴はうたれざりけり。木曾殿、Ｆ﹁おのれは、と
うとう、女なれば、いづちへもゆけ。我は打死せんと思ふなり。もし人手にかからば自害をせんずれば、木曾殿の最後のいくさ
四﹃源平盛衰記﹄の巴の物語︵井上︶に、女を具せられたりけりなンど、いはれん事もしかるべからず﹂と宣ひけれども、なほおちもゆかざりけるが、あまりに言はれ奉ッて、 ﹁あッぱれ、よからうかたきがな。Ｇ
最
後のいくさし
てみせ らん﹂とて、ひかへたるところに、武蔵国にきこえたる大ぢから、恩田の八郎師重、卅騎ば でいで たり 巴その中へかけ入り、恩田の八郎におしならべて、むずととッてひきおとし、わがのッたる鞍の前輪 おしつけて ちッともは らかさず、Ｈ頸ねぢきッてす てンげり。その後物 ぬぎすて、東国の方へ落ちぞゆく。
 
︵覚一本
　
巻第九﹁木曾最期﹂ ︶
主従五騎となったとき、義仲は巴に﹁おのれはとうとう、女なれば、
いづちへもゆけ﹂と命じており︵傍線部Ｆ︶ 、義仲の﹁打死にせん﹂ ﹁もし人手にかからば自害をせん﹂という覚悟と、 ﹁木曾殿の最後のいくさに、女を具せられたりけりなンど、 はれん事もしかるべからず﹂という理由が語られる。 ﹁女﹂ して巴は離脱を命じられ のである。これに対して巴は、 ﹁最後のいくさしてみせ奉らん﹂と敵を討ってみせ︵傍線部Ｇ︶ 、落ち行く。なお、この きの敵の首は捨てられている︵傍線部Ｈ︶ 。
一方、盛衰記では、重忠らとの戦いを経て義仲一行は主従七騎とな
るが、いまだ兼平とは再会 いな 。ここでふたたび巴 装束描写がなされる。
　
巴ハＩ
都
ヲ出ケル時ハ、紺村紅ニ千鳥ノ冑直垂ヲ着タリケル
ガ、關寺合戰ニハ、紫隔子ヲ織付タル直垂ニ、菊閉滋クシテ、萠
黄絲威ノ腹巻ニ袖付テ、五枚甲ノ緒ヲシメ、三尺五寸ノ太刀ニ、二十四指タル真羽ノ矢ノ射残タルヲ負、重籐ノ弓ニセキ弦カケ、連銭葦毛ノ馬ニ金覆輪 鞍置 ゾ乗タリケル。七騎ガ先陣ニ進テ打ケルガ、何トカ思ケン、Ｊ甲ヲ脱 長ニ餘ル黒髪ヲ後ヘサト打越シテ、額ニ天冠ヲ當テ、白打出ノ笠ヲキテ、眉目モ形モ優也ケリ。歳ハ廾八トカヤ。
 
︵盛衰記
　
巻第三十五﹁巴關東下向﹂ ︶
関寺合戦のときには、巴は都を出たときとは装束を変えていること
が示されている︵傍線部Ｉ︶ 。その上で、七騎の先陣に進む巴は﹁甲ヲ脱、長ニ餘ル黒髪ヲ後ヘサト打越シテ、額ニ天冠ヲ當テ、白打出ノ笠ヲキテ﹂いる︵傍線部Ｊ︶ 。 ﹁天冠﹂を当てていることについては宗教性の付
与9
や芸能的性格の象
徴0
といった指摘があり、また﹁白打出ノ
笠﹂については男性性の象徴と指摘されてい
る!
が、留意すべき点は、
﹁長ニ餘ル黒髪ヲ後ヘサト打越シテ﹂という点である。 ﹁長ニ餘ル黒髪﹂は女性の象徴であり、巴の美し を表してもいるが、この髪がこのあと物語を大きく動かす切っ掛けとな のであ 。
　
爰ニ遠江國住人内田三郎家吉ト名乗テ、三十五騎ノ勢ニテ巴女
ニ行逢タリ。内田敵ヲ見テ、 ﹁天晴武者ノ形氣哉。但Ｋ
女
カ童カ
　
﹂トゾ問ケル。Ｌ郎等能々見テ、 ﹁女也﹂ト答。
︵盛衰記
　
巻第三十五﹁巴關東下向﹂ ︶
巴の姿を見た内田家吉は﹁天晴武者ノ形氣哉﹂と称えるが、 ﹁女カ
童カ
﹂とする︵傍線部Ｋ︶ 。さらに家吉の郎等は その姿をよくよ
く見た上で﹁女也﹂と答えている︵傍線部Ｌ︶ 。 ﹃平家物語﹄諸本では
五﹃源平盛衰記﹄の巴の物語︵井上︶
武士に従って戦う童がしばしば見られるが、このときの巴の姿は、一見して女とも童とも捉えられるものではなく、 ﹁女カ童カ﹂という状態にあ
る@
。
家吉は武勇の誉れ高い巴を前に﹁イカゞスベキ﹂と思い煩うが、 ﹁女
雖強、百人ガ力ニヨモ過ジ﹂ して郎等らとともに巴を捕えようとする。だが﹁女程ノ者 組トテ兎角計ヲ出シケルヨト殊ニ後陣ニ引ヘタル甲斐ノ一條ノ思ハン事コソ耻シケレ﹂と思い返 、ただ一騎で巴に向かう。
　
内田只一人駒ヲ早メテ進ム処ニ、巴是ヲ見テ先敵ヲ讃タリケ
リ。 ﹁天晴武者ノ?哉。東國ニハ、小山、宇都宮カ。千葉、足利歟。三浦、鎌倉カ。
ナ誰人ゾ。角問ハ、Ｍ
木
曾殿ノ乳母子ニ、中三
権頭兼遠ガ女ニ、巴トイフ女也。Ｎ主ノ遺ノ惜ケレバ、向後ヲ見ントテ御伴ニ侍
﹂ト云。 ﹁鎌倉殿ノ仰ヲ蒙リ、勢多ノ手ノ先陣ニ
参ルハ、遠江國住人内田三郎家吉﹂ト名乗テ進ケリ。
︵盛衰記
　
巻第三十五﹁巴關東下向﹂ ︶
ここで初めて巴の名乗りが見られ、巴自身が﹁木曾殿ノ乳母子﹂と
名乗っている︵傍線部Ｍ︶ 。先述の通り、 ﹁乳母子﹂で 妾﹂という点が巴の物語の鍵となるのだが、巴は自身 名乗りのはじめに﹁木曾殿ノ乳母子﹂を挙げ、 ﹁主ノ遺ノ惜ケレバ、向後ヲ見ントテ御伴ニ侍﹂と語っている︵傍線部Ｎ︶ 。 ﹃平家物語﹄諸本において、義仲の 向後ヲ見ン﹂とする﹁乳母子﹂は兼平であり、義仲と再会した際に兼平は﹁御ゆくへのおぼつかなさに、これまでまゐッて候ふ﹂ ︵覚一本
　
巻第
九﹁木曾最期﹂ ︶と語る。さらに延慶本や覚一本では、兼平と再会するまでに義仲が﹁今井がゆくへをきかばや﹂ ︵
　
巻第九﹁河原
合戦﹂ ︶と兼平を思う姿も繰り返し描き出されている。だが盛衰記では、兼平の登場は巴が離脱した後であり、巴が離脱するまでは兼平に言及されることすらない。すなわち盛衰記では二人の﹁乳母子﹂が入れ替わるように登場 るのだ 、そこに対照的な二人の﹁乳母子﹂の物語が浮かび上が のであ 。
????????
巴の姿を見た家吉が﹁天晴武者ノ形氣哉﹂と称えたことに呼応する
ように、巴は﹁天晴武者ノ?哉﹂と述べてい ここから巴と家吉の戦いは、ある瞬間まで均衡 保たれた状態が続く。
　
内田ガ弓ヲ引ザレバ、
女モ矢ヲバ不射ケリ。互ニ情ヲ立タレバ、
内田太刀ヲ抜ザレバ、女モ太刀ニ手ヲ懸ズ。主ハ急タリ、馬ハ早リタリ。巴内田馬ノ頭ヲ押並、鐙ト〳〵蹴合スルカトスル程ニ寄合、互ニ音ヲ揚、鎧ノ袖ヲ引違、 ﹁エタリヤヲウ﹂トゾ組タリケル。聞ル沛艾ノ名馬ナレ共、大力ガ組合タレバ、二疋ノ馬ハ中ニ留テ働ズ。
 
︵盛衰記
　
巻第三十五﹁巴關東下向﹂ ︶
巴と家吉は、互いに情を立て弓を引かず太刀を抜かず、馬を並べて
組み合っても互いの力が拮抗して﹁二疋ノ馬ハ中ニ留テ働ズ﹂という状態になる。ところが家吉のある振舞によってこの均衡が崩れ、物語も大きく動き出す。
六﹃源平盛衰記﹄の巴の物語︵井上︶　
内田勝負ヲ人ニ見セント思ケルニヤ、弓箭ヲ後ヘ指廻シ、Ｏ
女
ガ黒髪三匝ニカラマヘテ、腰刀ヲ抜出シ、中ニテ首ヲカゝントス。女
是ヲ見テ、 ﹁汝ハ内田三郎左衛門トコソ名乗ツレ、正ナキ今ノ
振舞哉。内田ニハアラズ、其手ノ郎等カ﹂ト問ケレバ、内田、 ﹁我身コソ大将ヨ。郎等ニハ非 。行跡何ニ﹂ト申バ、
女答テ云、 ﹁女
ニ組程ノ男ガ中ニテ刀ヲ抜キ目ニ見スル様ヤハ有ベキ。軍ハ敵ニ依テ振舞ベシ。故實モ知ヌ内田哉﹂トテ拳ヲ握リ、 持タル臀ノカゝリヲシタゝカニ打。餘リニ強ク被打テ 把 刀ヲ被打落、 ﹁ヤヲレ家吉ヨ、日本一ト聞エタル木曾ノ山里 住タル者也。我ヲ軍ノ師ト憑メ﹂ト 、Ｐ弓手ノ肘ヲ指出シ、甲真顔取詰テ、鞍ノ前輪ニ攻付ケツゝ、内甲 手ヲ入テ、七寸五分 腰刀ヲ抜出シ 引キアヲノケテ首ヲ掻。刀モ究竟ノ刀也 水ヲ掻ヨリモ尚安シ 馬ニ乗直リ、一障泥ア リタレバ 身質ハ下ヘゾ落ニケル。
︵盛衰記
　
巻第三十五﹁巴關東下向﹂ ︶
家吉は弓矢を後ろへ差し回し、 ﹁女ガ黒髪三匝ニカラマヘテ、腰刀
ヲ抜出シ、中ニテ首ヲカゝント﹂する︵傍線部Ｏ︶ 。先述の通り、このとき巴は﹁長ニ餘ル黒髪ヲ後ヘサト打越シテ﹂いた。家吉はこれを利用したのである。だが首を掻こうとした家吉の振舞を巴は﹁正ナキ今ノ振舞哉﹂と批判し たちどころにその首を掻く Ｐ 戦いに先立って巴が﹁長ニ餘ル黒髪ヲ後ヘサト打越シ﹂た姿となっていたことが、このような家吉の振舞に繋がり、それが両者の均衡を崩して、家吉の首を掻くことに繋がる。さらにこ で巴が掻い 首
が、このあと義仲との別れにまで繋がるのである。
　
Ｑ
首
ヲ持チ、木曾殿ニ見セ奉レバ、 ﹁穴無慙ヤ。是ハ八箇國ニ
聞シ男、美男ノ剛者ニテ在ツル者ヲ。被討ケルコソ無慙ナレ。Ｒ是モ運盡ヌレバ、汝ニ討レヌ。義仲モ運盡タレバ、何者ノ手ニ懸、アヘナク犬死センズラン。Ｓ日來ハ何共思ハヌ薄金ガ、肩ヲ引テ思フ也。Ｔ我討レテ後ニ、木曾コソ幾程命ヲ生ントテ、最後ニ女ニ先陣懸サセタリトイハ 事コソ辱シケレ。汝ニハ暇ヲ給。疾々落下﹂トゾ宣ケル。
 
︵盛衰記
　
巻第三十五﹁巴關東下向﹂ ︶
盛衰記では、巴は首を捨てず義仲に見せ︵傍線部Ｑ︶ 、その首を見
た義仲は﹁是モ運盡ヌレバ、汝ニ討レヌ。義仲モ運盡タレバ、何者ノ手ニ懸、アヘナク犬死センズラン﹂と述べている︵傍線部Ｒ︶ 。義仲は家吉の討死を﹁運盡ヌレバ﹂と捉え、 ﹁義仲モ運盡タレバ﹂とそこに自身の姿を重ねるのである。その き義仲から出る言葉が﹁日來ハ何共思ハヌ薄金ガ、肩ヲ引テ思フ也﹂である︵傍線部Ｓ︶ この言葉は、盛衰記を含め﹃平家物語﹄諸本に共通して、最終的に主従二騎となった義仲が乳母子・兼 に対して語る言葉である。盛衰記では兼平に先んじて巴に同じ言葉を語ることになり、その遠心性を示してもいるが、もう一人の﹁乳母子﹂巴に対してこ 言葉がどのように用いられているかという点に留意すべきであ 。 巴に討たれた家吉に自身の姿を重ね、眼前に迫る死を感じたとき、 ﹁日來ハ何共思ハヌ﹂鎧が﹁肩ヲ引﹂くように思われたのである。
そしてこれが巴と義仲の別れに繋がる。巴が見せた敵の首に自身の
七﹃源平盛衰記﹄の巴の物語︵井上︶
死を見た義仲は、 ﹁我討レテ後ニ、木曾コソ幾程命ヲ生ントテ、最後ニ女ニ先陣懸サセタリトイハン事コソ辱シケレ﹂と巴に離脱を命じるのである︵傍線部Ｔ︶ 。覚一本と同様に、 ﹁女﹂として巴は離脱を命じられている。
　
巴申ケルハ、 ﹁我幼少ノ時ヨリ君ノ御内ニ召仕レ進テ、野ノ末
山ノ奥マデモ一ツ道ニト思切侍。今懸ル仰ヲ承ルコソ心ウケレ。Ｕ君ノイカニモ成給ハン處ニテ、首ヲ一所ニ並ベン﹂ト掻詢キ云ケレバ、
 
︵盛衰記
　
巻第三十五﹁巴關東下向﹂ ︶
﹁女﹂として離脱を命じる義仲に、巴は﹁君ノイカニモ成給ハン處ニテ、首ヲ一所ニ並ベン﹂と述べ︵傍線部Ｕ︶ 、 と﹁一所の死﹂を望む。 ﹃平家物語﹄諸本において、義仲がともに﹁一所の死﹂を遂げようとする人物は乳母子・兼平であり 兼平と で なん﹂ ︵覚一本
　
巻第九﹁木曾最期﹂ ︶とする姿が繰り返し描き出されて
いるが、盛衰記において、 ﹁女﹂として離脱を命じられた巴は ﹁乳母子﹂として義仲と﹁一所の死﹂を望むのであ
る#
。しかし、巴に対する
義仲の言葉は、兼平のときとは対照的なも った。
　
木曾、 ﹁誠サコソハ思ラメ共、我、去年ノ春、信濃國ヲ出シ時、
妻子ヲ捨置、又再不見シテ、永キ別ノ道ニ入ン事コソ悲ケレ。去バ無ラン跡マデモ、此事ヲ知ラセテ、後 世ヲ弔バヤト思ヘバ、Ｖ最後ノ伴ヨリモ可然ト存也。疾々忍ビ落テ、信濃ヘ下リ、此有様ヲ人々ニ語レ。敵 手繁見ユ。早々﹂ト宣ケレバ、巴、遺ハ様々惜ケレ共、Ｗ随主命、落ツル涙ヲ拭ツゝ、上ノ山ヘゾ忍ケル。
︵盛衰記
　
巻第三十五﹁巴關東下向﹂ ︶
﹁首ヲ一所ニ並ベン﹂とする巴に、義仲は信濃に捨て置いてきた妻子に自身の最期の有様を語れと命じる。義仲はこれを﹁最後ノ伴ヨリモ可然﹂と述べ︵傍線部Ｖ︶ 、巴はこれを﹁主命﹂として義仲のそばを離れている︵傍線部Ｗ︶ 。 ﹁乳母子﹂として﹁一所の死﹂を望む巴は、
﹁最後ノ伴ヨリモ可然﹂という主命に従い、ついに離脱を受け入れるのである。覚一本では、離脱を命じられた巴が﹁最後のいくさしてみせ奉らん﹂と敵を討ち、その首を捨てて落ち行く 、盛衰記では、巴が討った家吉の首 義仲に見せ それが離脱の命に繋 るため、結果的に家吉との戦いが巴の最後の戦となっ
た$
。
巴は、主従七騎となった義仲一行の先陣に進み、 ﹁木曾殿ノ乳母子﹂
と名乗って見事な戦いをしてみせた。だが巴に討たれた敵 首 見た義仲は、 ﹁女﹂として巴に離脱を命じる また離脱を命じる理由について、義仲は、覚一本では﹁木曾殿 最後のいくさ 女 具せられたりけりなンど いはれん もしかるべからず﹂と述べ が、盛衰記では﹁我討レテ後ニ 木曾コソ幾程命ヲ生ントテ、 ニ女ニ先陣懸サセタリトイハン事コソ辱シケレ 述べている︵傍線部Ｔ︶ 。すわち盛衰記では、最後に女性に先陣を駆けさ と言われるこ を恥とするのだが、このとき巴は正に主従七騎の先陣に進ん いた こに、義仲の﹁乳母子﹂としての振舞を見せる巴と、その巴 ﹁女﹂として捉える義仲 ズレが浮き彫りに る。
また家吉がからげた﹁長ニ餘ル黒髪﹂ 、両者の均衡を崩して家吉の
八﹃源平盛衰記﹄の巴の物語︵井上︶
首を掻くことに繋がる切っ掛けとなった﹁長ニ餘ル黒髪﹂は女性の象徴である。さらに家吉との戦いでは、巴に対して﹁女﹂という呼称が用いられている︵引用本文波線部︶ 。両者の戦いは﹁内田﹂と﹁女﹂の戦いとして描き出 れるのであ 。だがその の戦いぶりは、家吉の振舞を批判
し%
、 ﹁我ヲ軍ノ師ト憑メ﹂と述べ、たちどころに首を掻
くという、家吉を圧倒す ものであった。巴を義仲の﹁乳母子ナガラ妾﹂とする盛衰記では、その相克の中に巴の物語が立ち現れる である。
??????????
　
Ｘ粟津ノ軍終後、物具脱捨、小袖装束シテ信濃ヘ下リ、女房公
達ニ角ト語リ、互ニ袖ヲゾ絞ケル。
︵盛衰記
　
巻第三十五﹁巴關東下向﹂ ︶
義仲のそばを離れた巴は、 ﹁粟津ノ軍終後﹂ 、物具を脱ぎ、小袖装束
をして︵傍線部Ｘ︶ 、主命の通り信濃へ下る。巴が離脱 命じられたのは関寺の合戦のときであり、盛衰記ではこのあと義仲が兼平と再会して最後の戦をする。その終わ は、義仲の最期を見た兼平 ﹁主ノ御伴ニ﹂自害し、 ﹁兼平自害シテ後ハ、粟津ノ軍モ無リケリ﹂ ︵盛衰記
　
巻第三十五﹁粟津合 ﹂ ︶で締めくくられている。 ﹁一所の死﹂を遂げることがかなわなかった巴は、義仲が乳母子・兼平と最期を迎えてから、物具すなわち武者姿を脱ぎ捨て、小袖すな ち女性の姿となったのである。
盛衰記における巴の物語は、①畠山重忠との戦い、②木曾義仲との
別れ、③信濃へ下り、のちに関東への三つに分けることができるが、それぞ の場面で巴は姿を変えてゆく。まず、 ﹁萌黄糸威ノ鎧ニ射残シタリケル鷹羽征矢負テ、滋籐弓真中取、芦毛馬ノ太ク逞キニ、小キ巴摺タル鞍置テ乗タリケル武者﹂として重忠の前に現れる。その鎧の袖に重忠が取り付くと 巴は馬に一鞭あてて袖を引き切り 是ハ女ニハ非ズ、鬼神ノ振舞ニコソ﹂と言わしめている。つぎに、義仲との別れに繋がる関寺合戦のときには、先述の通 都を出たときとは装束を変えていることが示され、さらに﹁甲ヲ脱 長ニ餘ル黒髪ヲ後ヘサト打越シテ、額ニ天冠ヲ當テ、白打出ノ笠ヲキ ﹂いた。その姿を見た家吉は﹁女カ童カ
﹂と述べており、このときの巴の姿は一見し
て女とも童とも捉えられない、あわいの状態にある。それと重なるようにして、物語は﹁乳母子﹂と﹁妾﹂の間を進んでゆく 巴は﹁木曾殿ノ乳母子﹂ 名乗って見事な戦 ぶりを見せるが その戦い ﹁内田﹂と﹁女﹂の戦いとして描き出さ 、義仲は巴を﹁女﹂と捉えている。そして して﹁一所の死﹂を遂げる相手を失ったとき、巴はふたたび装束を変え、女性の姿となる。盛衰記で 、巴 姿もに物語が移り変わってゆくのである。
???????
﹃平家物語﹄諸本では、都を追われた義仲一行のうちに巴がおり、兼平と再会す
る^
。一方、盛衰記では、先述の通り、巴が離脱するまで
九﹃源平盛衰記﹄の巴の物語︵井上︶
は兼平に言及されることすらなく、巴が離脱した後、入れ替わるようにして が登場する。
　
義仲ハ關山關寺打過テ、南ヲ指テ行程ニ、粟津濱ニテ行會ヌ。
木曾云ケルハ、 ﹁都ニテイカニモ成ベカリツルニ、今一度互ニ相見トテ、多ノ敵ニ後ヲ見セ、是マデ來レリ﹂ト語テ涙グミケリ。今井モ、 ﹁勢多ニテイカニモ成ベウ候ヒツレ共、御向後ノ
侍テ、
是マデ遁参タリ﹂ト
 
︵盛衰記
　
巻第三十五﹁粟津合戦﹂ ︶
﹁都ニテイカニモ成ベカリツルニ、今一度互ニ相見トテ、多ノ敵ニ後ヲ見セ、是マデ來レリ﹂という義仲に、 ﹁勢多ニテイカニモ成ベウ候ヒツレ共、御向後ノ
侍テ、是マデ遁参タリ﹂と兼平は応じる。巴
のときとは対照的に、義仲と兼平の言葉は重なり合っている。兼平再会した義仲 軍勢を増し、一条忠頼や源範頼らとの戦いを続けが、ついに主従二騎となる。
　
粟津ノ軍ノ終ニハ、心ハ猛ク思ヘ共、運ノ極メノ悲サ 、主従
二騎ニ成ニケリ。増テ中有ノ旅ノ空、獨行ナル道ナレバ、想像コソ哀ナレ。木曾殿、鐙踏張弓杖衝テ、今井ニ宣ケ ハ、Ｙ﹁日來ハ何ト思ハヌ薄金ガ、ナドヤラン重ク覺ル也﹂ト ヘバ
︵盛衰記
　
巻第三十五﹁粟津合戦﹂ ︶
ここで、ふたたび﹁日來ハ何ト思ハヌ薄金ガ、ナドヤラン重ク覺ル
也﹂という言葉が語られる︵傍線部Ｙ︶ 。巴に討たれた家吉に自身の姿を重ね、眼前に迫る死を感じたとき 義仲は﹁日來ハ何共思ハヌ﹂鎧が﹁肩ヲ引﹂くように思われた。兼平と主従二騎 なっ き 義
仲はその重さをふたたび感じることになる。だが﹁乳母子﹂として﹁一所の死﹂を望む巴に離脱を命じたのとは反対に、此度は義仲が乳母子・兼平と﹁一所の死﹂を望む。
　
兼平、 ﹁何條去事侍ベキ、日來ニ金モマサラズ、別ニ重キ物ヲ
モ付ズ、御年三十七御身盛也。御方ニ勢ノナケレバ臆シ給ニヤ。兼平一人ヲバ餘ノ者千騎萬騎トモ思召候ベシ。終ニ可死物故ニ、ワルビレ見エ給フナ。アノ向ノ岡ニ見ル一村ノ松ノ下ニ立寄給テ、心閑ニ念佛申テ御自害候ヘ︵中略︶ ﹂ト泣々涙ヲ押ヘ詢ケレバ、木曾ハ遺ヲ惜ツゝ、Ｚ﹁都ニテイカニモ成ベカリツレ共、此マデ落キツル 汝ト一所ニ 死ント也。何迄モ同枕ニ討死セント思也﹂ト宣ヘバ
 
︵盛衰記
　
巻第三十五﹁粟津合戦﹂ ︶
自害を勧める兼平に、義仲は﹁都ニテイカニモ成ベカリツレ共、此
マデ落キツルハ汝ト一所ニテ死ント也。何迄モ同枕ニ討 セント思也﹂と述べ︵傍線部Ｚ︶ 、兼平と﹁一所の死﹂を望む。その姿は、離脱を命じる義仲に、巴が﹁君ノイカニモ成給ハン處ニテ、首ヲ一所ニ並ベン﹂と述べ、義仲と﹁一所の死﹂を望む姿と反転して重なる。義仲の最期において、兼平とは対照的なもう一人の﹁乳母子 巴の物語がふたたび浮かび上が のである。
???????????
巴を義仲の﹁乳母子ナガラ妾﹂とする盛衰記では、その相克の中に
巴の物語が立ち現れる。それは、主・義仲が﹁一所の死﹂を望み、 主
一〇
﹃源平盛衰記﹄の巴の物語︵井上︶
ノ御伴ニ﹂自害した乳母子・兼平とは対照的なもう一人の﹁乳母子﹂の物語である。
ここで、能﹁巴﹂に目を向けておきたい。能﹁巴﹂は、 ﹃平家物語﹄
諸本、特に盛衰記との関係が指摘されており、伊藤正義氏は、 ﹁能︽巴︾の本説として 平家物語は、 ﹃源平盛衰記﹄である可能性が高い﹂としてい
る&
。たとえば、義仲が巴に﹁これなる守小袖を、木曾に届けよ﹂
と命じる点や、巴が﹁上帯切り、物の具心静かに脱ぎ置き 梨打ち烏帽子同じく、かしこに脱ぎ捨て、 小袖を引き被き﹂木曾に落ちて行く点などであ
る*
。
しかし、能﹁巴﹂において、後シテの巴の霊が語る義仲の最期は、
盛衰記を含め﹃平家物語﹄諸 とは異なるものとなっている。義仲が馬を﹁薄氷の深田﹂に入れてしまう場面は﹃平家 ﹄ ﹁木曾最期﹂に見られるものであるが、 ﹃平家物語﹄ に共通して、こ あとに続くのは、義仲が兼平の行方を見ようと振り返り そ 内甲を敵に射られるという場面である。だが巴の霊が 内容は、それとは異なる。巴は義仲を乗替の に乗せ、松原で﹁はや御自害候へ﹂ 促す。さらに﹁ も供﹂と言うが 義仲はそれを拒み、 ﹁守小袖を 木曾に届けよ﹂と命じる。御前を立った巴が大勢の敵と戦い戻って見る 、義仲 すでに自害し、松の根元に伏していたとされる ある。﹃平家物語﹄諸本において、義仲に松原での自害を促すのは兼平である(
。一方、能﹁巴﹂では兼平が全く登場せず、代わりに巴がその役
割を担う。乳母子・兼平の役割を、巴が演じるの また義仲の
自害は、 ﹃平家物語﹄ ﹁木曾最期﹂ではついに果たせなかった。しかし、能﹁巴﹂において、巴の霊が語る義仲の最期では、巴は義仲を薄氷の深田から助け出し、松原に御供して、 は自害を すのである。盛衰記において 兼平とは対照的なもう一人の﹁乳母子﹂巴が成し遂げられなかったことが、能﹁巴﹂ おいて果たされていると言えよ
う)
。
だが能﹁巴﹂においても、巴は義仲と﹁一所の死﹂を遂げることは
できなかった。 ﹁巴も供﹂と言う巴に 義仲は﹁守小袖を、木曾に届けよ﹂と命じる。このとき義仲は﹁この旨を 背かば主従三世の機縁絶え果て、長く不孝﹂と述べている。先述 通り 盛衰記では、信濃にいる妻子に最期の有様を語れ 命じ、義仲は れ ﹁最後ノ伴ヨリモ可然﹂と述べ、巴はこれを﹁主命﹂として離脱を受け入れている。覚一本では、 ﹁いづちへもゆけ﹂と命じられるが、盛衰記や能﹁巴﹂では、巴に﹁主命﹂が与えられ、巴はそれを携えて発つのである。
??????
巴について、高木信氏は覚一本を中心に論じてい
るa
が、この論考に
関して、神田龍身氏 ﹁氏からす といたって評判の悪い読本系のテクストに﹃源平盛衰記﹄がある。確かに﹃盛衰記﹄では義仲の﹁鎧が今日は重うなったるぞや﹂ 巴に対しての発言とな おり、こではすべてがぶち壊しである。が、それ も読本には読本 らではの様々な可能性が孕まれてい の ないの ﹂と述べてい
るb
。
一一
﹃源平盛衰記﹄の巴の物語︵井上︶
兼平に先んじて、巴に﹁日來ハ何共思ハヌ薄金ガ、肩ヲ引テ思フ也﹂
と語る盛衰記のテクストは、どう読むことができるのか。本稿では、﹁乳母子ナガラ妾﹂とされる巴の物語の分析を通して検討した。松尾葦江氏は、盛衰記に﹁コピー﹂の方法が用いられていると指摘しているc
。義仲が巴に﹁日來ハ何共思ハヌ薄金ガ、肩ヲ引テ思フ也﹂と語る
のもまた兼平に語る言葉のコピーである。しかし、もう一人の﹁乳母子﹂巴の物語は、兼平の物語 にとどまることなく、義仲と兼平の物語を相対化するもの なっている。
盛衰記は、一字下げ記事に多くの故事説話や異説を有しており、そ
こに盛衰記 ﹁相対的な複数の視点
﹂
d
や﹁相対化の語り
﹂
e
があること
が指摘されている。故事説話や異説は、いわば外部から物語を相対化するものであるが、盛衰記における巴 は、物語を内部から相対化するものと言えよう。﹃平家物語﹄の世界を対象化し、遠心性をもって新たな物語を生み出す盛衰記テクストは、覚一本を中心とした﹃平家物語﹄ 世界に対して、ときにそれを相対化する新たな物語世界をひらいている。それは盛衰記の文学的特質の一つであり、 ﹃ 家 ﹄ 世界のさらな広がりを示してもいる。※引用本文は以下に拠る。◦盛衰記―
  ﹃源平盛衰記
　
慶長古活字版
　
第五冊﹄勉誠社、一九七八・
七。
句
読点・濁点等は私に付す。
◦延慶本―
  ﹃延慶本平家物語
　
本文篇
　
下﹄勉誠社、一九九〇・六。
◦長門本―
  ﹃長門本
　
平家物語
　
四﹄勉誠出版、二〇〇六・六。
◦覚一本―
  ﹃平家物語
　
覚一本
　
全
　
改訂版﹄武蔵野書院、二〇一四・九。
?
1
　
 山下宏明﹁ ﹃平家物語﹄合戦談の叙法﹂ ﹃文学﹄
54・
9、一九八六・九。
　
2
　
 拙稿﹁ ﹃源平盛衰記﹄の敦盛最期譚 可能性﹂ ﹃日本文学﹄第六六巻第九号、二〇一七・九。
　
3
　
 水原一﹁義仲説話の形成﹂ ﹃平家物語の形成﹄加藤中道館、一九七一・五。
　
4
　
 細川涼一﹃平家物語の女たち﹄講談社、一九九八・一〇。
　
5
　
 源健一郎﹁巴に求められたもの―源平盛衰記の女武者像﹂ ﹃国文学解釈と鑑賞﹄第
70巻
3号、二〇〇五・三。
　
6
　
 濱中修﹁巴の神話学―﹃源平盛衰記﹄を中心に―﹂ ﹃国士舘人文学﹄二〇一一・三。
　
7
　
 なお、養君と性別 異なる乳母子については、吉海直人﹁平安朝における乳母子の諸相﹂ ︵ ﹃國學院雜誌﹄第九十六巻第二号、一九九五・二︶において論じられている
　
8
　
 源健一郎は、 ﹁―引﹂と呼ばれる力比べについて、 平家諸本が錣を摑みちぎった景清を大力として引き立てるのに対して、盛衰記は、錣をちぎり棄てて逃げ延びた宗行の方を﹂ ﹁大力として賞賛し﹂ていると指摘し、巴と重忠の﹁鎧ノ袖引﹂も﹁巴の大力振りを強調する挿話として認めてよい﹂とする︵前掲注
5
に同じ︶ 。
　
9
　
 前掲注
6
に同じ。
　
0
　
 前掲注
5
に同じ。
　
!
　
 前掲注
5
に同じ。
　
@
　
 なお、 ﹃源平闘諍録﹄ ︵以下、闘諍録︶では、 ﹁紺村濃 直垂に、唐綾摺の鎧、白星の甲を着て、長輻輪の太刀を帯いたりけり。大中黒の箭頭高に取つて付け、重藤の弓の真中取つて、葦毛の馬にぞ乗つたりける﹂という武者姿の巴に組もうとする敵が﹁女が世も鬚非じ。鬚の無からんを伴絵と思ふべし﹂と述べて﹁内鍪に目を懸けて見廻す﹂場面がある︵闘諍録
　
巻第八之上﹁木曾、瀬田にて討たるる事﹂ ︶ 。武者姿の
ときは一見して男女を判別できず 髭の有無に って女武者・巴 見
一二
﹃源平盛衰記﹄の巴の物語︵井上︶分けている︵引用本文は﹃源平闘諍録︵下︶ ﹄ ︵講談社、二〇〇〇・三︶に拠る︶ 。
　
#
　
 男女が一所での死を遂げようとする場合もあるが、巴は﹁首を一所に並べん﹂と述べており、兼平と同様に武士の乳母子としての﹁一所の死﹂を望んでいた 考えられる。
　
$
　
 他本では、中院本﹃平家物語﹄ ︵以下、中院本︶において、巴が﹁むさしの国の住人、御たの八郎ためしけ﹂と戦った後に義仲から離脱を命じられているが、巴は﹁御たかくひ、しやねちきつてそすてたりける﹂と敵の首を捨 ており 離脱の命との因果関係も見られない︵中院本
　
第九﹁さゝ木宇治川わたりの事﹂ 。引用本文は﹃校訂
　
中院本平家物語
︵下︶ ﹄ ︵三弥井書店、二〇一一・三︶に拠る︶ 。
　
%
　
 源健一郎は、 ﹁巴の怒りの矛先は、内田がいくさの﹁故実﹂に反したことに向いている﹂ことに注目して ﹁内田の過誤を的確に指摘し 巴は、 ﹁故実﹂に通じた理想の武士ということになる﹂と指摘している︵前掲注
5
に同じ︶ 。
　
^
　
 ただし先述の通り、長門本では、兼平と再会する前に巴は姿を消している︵本稿﹁三、木曾殿ノ乳母子﹂参照︶ 。
　
&
　
 伊藤正義﹃謡曲雑記﹄和泉書院、一九八九・四。
　
*
　
 引用本文は﹃新編日本古典文学全集
58謡曲集①﹄ ︵小学館、
一九九七・五︶に拠る。
　
(
　
 本稿﹁六、義仲の最期﹂参照。
　
)
　
 なお、能﹁巴﹂に 、巴の霊が語る義仲との別れと 内容の異なる語リ間がある。アイの所の者 よって語られるのは、盛衰記との類似点を見せながらも、 ﹁女なれば﹂と離脱を命じられ、義仲の最期に付き添うことがかなわず、去ってゆく巴の姿である。
　
a
　
 高木信﹃平家物語・装置としての古典﹄春風社、二〇〇八・四。
　
b
　
 神田龍身﹁書評
　
高木信著﹃平家物語
　
装置としての古典﹄ ﹂ ﹃物語研
究﹄
9、二〇〇九・三。
　
c
　
 松尾葦江﹁源平盛衰記と説話﹂説話論集第
2集﹃説話と軍記物語﹄説
話と文学の会編、清文堂出版、一九九二・四 ど。
　
d
　
 松尾葦江﹁源平盛衰記素描―その意図と方法―﹂ ﹃国語と国文学﹄第五十四巻五号、一九七七・五。
　
e
　
 山下宏明﹁源平盛衰記の語り﹂ ﹃國學院雜誌﹄第一〇三巻第五号、二〇〇二・五。
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︵日︶ 、於：法政大学︶における発表をもとにしたものである。席上、ご教示を賜りましたことに深謝申し上げます。
